
指定管理者が行う公の施設の管理状況報告（令和６年度分） 

＜県の評価等＞ 

施設所管部名：環境生活部 

１ 指定管理者の概要等 

施設の名称及び所在 

三重県総合文化センター（三重県立図書館を含む） 
（津市一身田上津部田 1234 番地） 
三重県総合博物館（津市一身田上津部田 3060 番地） 
三重県立美術館（津市大谷町 11 番地） 

指定管理者の名称等 
公益財団法人三重県文化振興事業団 理事長 伊藤 歳恭 
（津市一身田上津部田 1234 番地） 

指定の期間 令和２年４月１日～令和７年３月 31 日 

指定管理者が行う管理業務の内容 

１ 文化交流ゾーンに係る広報等の業務 
２ 三重県総合文化センターの管理運営及び施設貸出サービス 
３ 文化会館が提供する各種サービス 

（音楽・演劇等公演の提供、文化芸術に関する人材育成研修等） 
４ 生涯学習センターが提供する各種サービス 

（生涯学習社会づくりに資する情報提供、講座・研修、視聴覚
教材・機材の貸出等） 

５ 男女共同参画センターが提供する各種サービス 
（男女共同参画社会づくりに資する情報提供、研修、相談、調
査研究等） 

６ 三重県総合文化センターＰＲ事業等 
７ 三重県立図書館の施設及び設備の維持管理等に関する業務 
８ 三重県総合博物館の施設及び設備の維持管理等に関する業務 
９ 三重県立美術館の施設及び設備の維持管理等に関する業務 
10 三重県立美術館の施設貸出サービス 
 

 

２ 施設設置者としての県の評価  ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。 

評価の項目 
指定管理者
の自己評価 

県の評価 
コメント 

R５ R６ R５ R６ 

１ 管理業務の
実施状況 

A A   
サービスや経営効率の向上、組織力の強化、利用者視点

からの施設づくりに努めており、総合文化センター事業の
着実な実施や施設･設備の的確な維持管理を行っている。 

２ 施設の利用
状況 

Ｂ Ｂ －  

総合文化センター貸施設利用率は 74.9％（目標
80.0％）、来館者数は 728,311 人（目標 745,000 人）、県立
美術館貸施設（県民ギャラリー）利用率は 41.0％（目標
70.0％）と目標を下回ったものの、令和５年度と比べて、
総合文化センター・美術館の貸施設利用率が微増したほ
か、開館 30 周年記念事業が好評を得たこともあり、来館
者数については約 19 万人増加した。 

３ 成果目標及
びその実績 

Ｂ Ｂ   
 総合文化センター貸施設利用者満足度が 93.7％（目標
83.0％）となるなど、成果目標は 13 項目中７項目の達成
となった。 

 

※「評価の項目」の県の評価： 

 「＋」（プラス） → 指定管理者の自己評価に比べて高く評価する。 

 「－」（マイナス）→ 指定管理者の自己評価に比べて低く評価する。 

 「 」（空白）  → 指定管理者の自己評価と概ね同じ評価とする。 

 



 

総括的な評価 

（１）成果目標に対する達成度 
  サービスの向上を図りながら、センターの各施設の特色を十分に生かした各種事
業について、県民ニーズをふまえつつ展開した。成果目標は 13 項目のうち７項目で
の目標達成となり、特に貸施設利用者や事業参加者の満足度については、高い水準
で目標を達成している。また、来館者数や貸施設利用率など目標を達成できなかっ
た項目もあるものの、令和５年度と比べ、75％の項目（９項目）で実績が改善した。 
※図書館の事業部門は指定管理業務に含まれないため、来館者数の目標数値は図書
館の来館者数を除く。 

 
（２）残されている課題 
  事業団の運営・事業企画に関するノウハウの蓄積、専門知識をもつ人材の確保・
育成、地域や関係機関・団体とのネットワークの充実が今後も重要となってくるこ
とから、引き続き取り組んでいく必要がある。 

 
（３）翌年度に取り組むべき成果目標の設定 
  来館者の安心安全を確保しながら利用者のニーズをふまえた取組を実施すること
で、引き続き来館者・施設利用者や事業参加者の満足度の維持向上などを図る必要
がある。 

 
（４）その他 
 （県民ニーズの把握等） 

・きめ細かな利用者サービスにより、利用者満足度は令和５年度に引き続き、高い
水準を維持している。また、国際規格に対応した ISO9001 品質管理システムを導
入し、質の高いサービス等を提供するとともに、施設利用者や事業参加者、県民
へのアンケート等によりニーズを把握し、サービス改善を図っている。 

 （県民サービス向上等） 
・電子マネーの取扱いの継続運用、アンケート等に基づき施設・設備の改善を行う
など、来館者サービスの強化を図っている。 

 （施設の適正な維持管理の実施） 
・来館者数や利用者満足度の向上につながるサービスの提供や、経営効率の向上に
つながる取組を行っている。 

・計画的な修繕を行って良好な維持管理に努めるとともに、空調に関わる電気・ガ
スの日々の使用量の点検及び運転方法見直しなど省エネルギー対策にも継続し
て取り組んでいる。 

 
 以上のことから、三重県総合文化センター等の管理者として、概ね適切な実績を残
していると評価できるが、施設の利用状況については目標を達成できていないことか
ら、さらなる工夫が必要と考える。 
引き続き、多様化する利用者ニーズを的確に把握して具体的事業に結びつけ、県の

文化芸術・生涯学習・男女共同参画の拠点施設として適切な施設運営を進められるこ
とを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



＜指定管理者の評価・報告書（令和６年度分）＞ 

指定管理者の名称：公益財団法人三重県文化振興事業団 

 

１ 管理業務の実施状況及び利用状況 

（１）管理業務の実施状況 

 

① 文化交流ゾーンに係る広報等の業務 
・ 年４回発行している情報誌Ｍニュースに「Znews（ゾーンニュース）」として、総合博物館、県立

美術館、県立図書館の情報を掲載した。 
・ 総合博物館、県立美術館、県立図書館との連携事業を９回実施した。 
 
② 三重県総合文化センター事業や三重県立美術館の施設貸出サービスに関する業務 

施設貸出サービス、文化会館事業、生涯学習センター事業、男女共同参画センター事業等を実施
した。「佐渡裕指揮 新日本フィルハーモニー交響楽団」、総合博物館と共催した「金曜ロードショ
ーとジブリ展」などの開館 30 周年記念事業が好評を得たことから、平成 30 年度以来初めて 70 万
人を超える来館者数となったが、目標にはわずかに届かなかった。 
・ 施設貸出サービス事業（総合文化センター）では、アンケート等に基づき施設・設備の改善を

行ったほか、開館 30 周年記念事業として肖像彫刻家のはしもとみおさんの作品展「どうぶつた
ち Mikke」を開催した。また、利用者の安全を確保するため、防災避難訓練等を実施した。 

・ 文化会館事業では、59 事業を実施した。主なものとしては、「キーウ・クラシック・バレエ『チ
ャイコフスキー夢の３大バレエ』」、「反田恭平＆ジャパン・ナショナル・オーケストラコンサー
トツアー2025」等の芸術性の高い公演、人気シリーズの「ワンコインコンサート」（７回実施）、
介護をテーマとした「老いと演劇事業」では先進事例となるような社会包摂の事業を実施する
とともに、青年団監修「戯曲アカデミア」等により、本県の将来の文化を担う人材を育成した。 

・ 生涯学習センター事業では、県内高等教育機関やミュージアムと連携した「みえアカデミック
セミナー」（オープニング、公開セミナー15 回、移動講座４回）や「みえミュージアムセミナ
ー」（６回、内４回はオンライン併用、内１回はサテライト会場を設置）などの講演・講座等を
開催するとともに、各種学習相談への対応、生涯学習関係団体の連携・交流の促進、次世代育
成を目的とした「文化体験パートナーシップ活動推進事業」（65 校で実施）等に取り組んだ。 

・ 男女共同参画センター事業では、地域での出前講座「フレンテトーク」（151 回）や開館 30 周年
記念事業として「ニキ・ド・サンファル展」を実施したほか、電話や面接等による女性相談を
はじめ各種相談事業を引き続き実施した。 

・ 県立美術館の県民ギャラリーについては、17 件の利用があり、安心して利用いただけるよう丁
寧な説明を心掛けた。 

・ その他、社会見学（12 回実施）や「そうぶんの竹あかり」等のＰＲ事業、レストラン事業、売
店事業等の来館者サービス事業を実施した。 

 
③ 施設及び設備の維持管理及び修繕に関する業務 
・ 三重県総合文化センターは、開館から 30 年が経過し、施設の老朽化が進んでいることから計画

的な修繕を行い、利用者の安全・安心の確保を第一に施設及び設備の維持管理に努めた。総合
博物館、県立美術館、県立図書館の施設についても、適切な維持管理を行った。 

・ 照明器具のＬＥＤ化及び照明・空調の管理徹底、空調に関わる電気・ガスの日々の使用量の点
検及び運転方法見直し等の省エネルギー対策を引き続き実施した。 

 
④ 県施策への配慮に関する業務 
・ バリアフリー化、雇用の機会均等、人権の配慮等の６項目からなる人権尊重基本方針や男女が

性別にかかわりなく個性や能力を発揮できる社会をめざす男女共同参画推進基本方針等を策定
しており、これらの方針等に基づき、利用しやすく快適な施設づくりや主催事業における大ホ
ールの車いす席の優先チケット販売、要約筆記や手話付き事業、職員の育児休暇の取得推進等
を実施した。 

 
⑤ 情報公開・個人情報保護に関する業務 
・ 県に準じた情報公開実施要綱を平成 12 年度に制定しており、これに基づき、開示請求５件に適

切に対応した。 
・ 管理運営にあたって個人の権利や利益を侵害することがないよう、平成 17 年度に策定した個人

情報保護方針により個人情報を適切に取り扱った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（２）施設の利用状況 

  

  令和５年度実績 令和６年度実績 対前年度比 

全館利用率 74.0％ 74.9％ 0.9 ポイント 

全館利用者数 535,618 人 728,311 人 192,693 人 

文化会館利用率 76.9％ 79.6％ 2.7 ポイント 

文化会館利用者数 414,876 人 606,577 人 191,701 人 

生涯学習センター利用率 76.9％ 75.7％ ▲1.2 ポイント 

生涯学習センター利用者数 44,672 人 42,445 人 ▲2,227 人 

男女共同参画センター利用率 69.2％ 69.6％ 0.4 ポイント 

男女共同参画センター利用者数 76,070 人 79,289 人 3,219 人 

三重県立美術館県民ギャラリー

利用率 
39.8％ 41.0％  1.2 ポイント 

三重県立美術館県民ギャラリー

利用者数 
     10,862 人 9,726 人     ▲1,136 人 

 

 

２ 利用料金の収入の実績                                     （単位：円） 

  
 
 
 
 
 

 

  令和５年度実績 令和６年度実績 対前年度比 

貸出施設収入額 144,779,580 132,634,464 ▲12,145,116 

サービス料収入額 4,388,205 4,893,145 504,940 

全施設収入額合計 149,167,785 137,527,609 ▲11,640,176 

 

３ 管理業務に関する経費の収支状況                              （単位：円） 

収入の部 支出の部 

 R５ R６  R５ R６ 

指定管理料 1,236,559,000 1,266,059,000 事業費 175,670,139 219,351,559 

利用料金収入 149,167,785 137,527,609 管理費 1,321,191,448 1,360,209,609 

その他の収入 136,848,037 150,342,474 その他の支出 0 0 

合計 (a) 1,522,574,822 1,553,929,083 合計 (b) 1,496,861,587 1,579,561,168 

収支差額 (a)-(b) 25,713,235 ▲25,632,085  

    ※指定管理者が変わった場合、前年度の収支状況には斜線を記入しています。 

  ※参考 

利用料金減免額          - 

 

 

 

 

  



４ 成果目標とその実績 
 

成果目標項目 目標値 実績値 成果目標項目 目標値 実績値 

各施設の

利用者率 

 

以下の基準

値から５年間

で１ポイント増 

 

 

文化会館  62.7％ 47.4％ 

生涯学習

センター 
18.9％ 10.8％ 

男女共同

参画セン

ター 

19.1％ 10.0％ 

県立図書

館 
37.2％ 30.1％ 

総合博物

館 
42.6％ 30.0％ 

県立美術

館 
40.9％ 26.3％ 

総合博物館・県立美術

館・県立図書館との事

業連携数 

5 回 9 回 

総合文化センター来館

者数（図書館来館者を

除く。） 

745,000 人 728,311 人 
総合文化センター来館者満足

度（４段階評価で３以上） 
90.0％ 89.6％ 

総合文化センター貸施

設利用率 
80.0％ 74.9％ 

総合文化センター貸施設利用

者満足度（４段階評価の４） 
83.0％ 93.7％ 

文化会館公演事業入

場率 
80.0％ 83.0％ 

文化会館 

事業参加者満足度 

（５段階評価で４以上） 

95.0％ 96.8％ 

生涯学習センター事業

参加者数 
18,500 人 17,739 人 

生涯学習センター 

事業参加者満足度 

（４段階評価の４） 

77.0％ 82.5％ 

男女共同参画センター 

主催事業参加者数 
13,000 人 15,987 人 

男女共同参画センター事業満

足度（４段階評価の４） 
81.0％ 84.8％ 

県立美術館貸施設（県

民ギャラリー）利用率 
70.0％ 41.0％  

今後の取組方針 
・13 項目中７項目の目標達成となった。今後も引き続き、魅力ある事業展開、
サービスの向上に努めていく。 

・公益性と収益性のバランスのとれた経営に努めていく。 
 

 

  



５ 管理業務に関する自己評価  ※指定管理者が変わった場合、前年度の評価は斜線を記入しています。 

評価の項目 
評価 

コメント 
R5 R6 

１ 管理業務の実施
状況 

Ａ Ａ 

 第５期目の指定管理の５年目にあたり、管理運営の基本方針に
基づき、管理業務、事業展開を行い、サービスの向上、経営効率
の向上、組織力の強化、利用者視点からの施設づくりに努めた。 
 県立図書館、総合博物館、県立美術館の施設及び設備の維持管
理についても適切に実施した。 

２ 施設の利用状況 Ｂ Ｂ 

 開館 30 周年記念事業が好評を得たほか、アンケート等に基づ
き施設・設備の改善を行うなど利便性の向上に努めたものの、総
合文化センター貸施設利用率 74.9％（目標 80.0％）、県立図書館
を除く総合文化センター来館者数 728,311 人（目標 745,000 人）、
県立美術館貸施設（県民ギャラリー）利用率 41.0％（目標 70.0％）
となり、目標値まで届かなかった。 

３ 成果目標及び 
その実績 

Ｂ Ｂ 
成果目標 13 項目中７項目の目標達成となった。満足度に係る

項目については、来館者満足度のみわずかに目標に達しなかった
ものの、高水準を維持した。 

 

※評価の項目「１」の評価：  

「Ａ」 → 業務計画を順調に実施し、特に優れた実績を上げている。 
「Ｂ」 → 業務計画を順調に実施している。 
「Ｃ」 → 業務計画を十分には実施できていない。 
「Ｄ」 → 業務計画の実施に向けて、大きな改善を要する。 

※評価の項目「２」、「３」の評価： 

「Ａ」 → 当初の目標を達成し、特に優れた実績を上げている。 
「Ｂ」 → 当初の目標を達成している。 
「Ｃ」 → 当初の目標を十分には達成できていない。 
「Ｄ」 → 当初の目標を達成できず、大きな改善を要する。 

総括的な評価 

 
（１）成果目標に対する達成度 
   第５期の指定管理の５年目にあたり、管理運営の基本方針に基づき、管理

業務、事業展開を行った。成果目標 13 項目中、総合博物館・県立美術館・県
立図書館との事業連携数、文化会館公演事業入場率、男女共同参画センター
主催事業参加者数、総合文化センター貸施設利用者満足度、文化会館事業参
加者満足度、生涯学習センター事業参加者満足度、男女共同参画センター事
業満足度の７項目については、目標を達成した。 

 
（２）残されている課題 

 事業団の運営・事業企画に関するノウハウの蓄積、専門知識をもつ人材の
確保・育成、地域や関係機関・団体とのさらなるネットワークの構築につい
て、これまで継続的な課題として取り組んできたところであり、今後も推進
していく。 

 
（３）翌年度に取り組むべき成果目標の設定 
   指定管理者として、引き続き成果目標の達成に向けて努めていく。 
 
（４）その他 
（県民ニーズの把握等） 

・ISO9001 品質マネジメントシステムに基づく来館者アンケートの分析や職員
の提案等により、高水準な利用者サービスに努めた。また、公演や講座等の
事業参加者や貸出施設の利用者に対しても同様にアンケート調査・分析を行
い、事業運営や企画に利用者の意見を反映させるように努めた。 

 
（県民サービス向上等） 

・電子マネーの取扱いの継続運用や、アンケート等に基づき施設・設備の改善
を行うなど利用者の利便性向上に努めた。 

・利用者満足度は高い数値を維持しており、お客様・来館者からの高い支持を
得ることができた。 

 
（施設の適正な維持管理の実施） 

・サービスの向上、経営効率の向上、組織力の強化、県民と歩む施設づくりに
努めた。 

・東日本大震災以降、取組を強化している危機管理対策では、図書館等を含め
た総合文化センター全体の避難訓練を実施し、大地震発生時の対応能力強化
に努めた。 

・県立図書館、総合博物館、県立美術館の施設及び設備の維持管理についても
適切に実施した。  


